
今
年
は
暑
い
夏
で
し
た
。
各
地

で
気
象
観
測
史
上
を
超
え
る
猛
暑

の
記
録
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
現
象
を
温
暖
化
の
影
響
と

考
え
る
こ
と
は
常
識
と
な
り
、
国

連
を
は
じ
め
と
し
て
各
国
、
自
治

体
で
作
成
さ
れ
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

に
は
、
決
ま
っ
て
地
球
温
暖
化
防

止
が
掲
げ
ら
れ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に

は
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
を

減
ら
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

青

い
地
球
を
保
障
し
て

い
る
温
室
効
果
ガ
ス

そ
も
そ
も
、
二
酸
化
炭
素
な
ど

の
温
室
効
果
ガ
ス
が
大
気
中
に
存

在
し
な
け
れ
ば
放
射
冷
却
に
よ
っ

て
地
球
の
地
表
平
均
温
度
は
マ
イ

ナ
ス
19℃
と
な
り
、
一
面
氷
に
覆

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
青
い

地
球
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
存
在

に
よ
っ
て
保
た
れ
て
お
り
、
地
球

上
の
生
物
の
営
み
が
保
障
さ
れ
て

い
る
の
で
す
（
図
１
）
。

メ

タ
ン
は
第
２
の

温
室
効
果
ガ
ス

表
１
に
主
要
な
温
室
効
果
ガ
ス

と
そ
の
特
性
を
示
し
ま
し
た
。

二
酸
化
炭
素
を
筆
頭
に
メ
タ
ン
、

一
酸
化
二
窒
素
が
温
室
効
果
ガ
ス

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
メ
タ

ン
は
大
気
中
濃
度
が
二
酸
化
炭
素

の
約
２
百
分
の
１
で
す
が
、
１
分

子
あ
た
り
の
温
室
効
果
が
25
倍
で

あ
る
こ
と
か
ら
低
濃
度
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
温
室
効
果
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
図
２

の
温
室
効
果
へ
の
寄
与
率
に
示
す

よ
う
に
、
メ
タ
ン
は
全
体
の
16
％

と
二
酸
化
炭
素
に
次
い
で
２
番
目

の
温
室
効
果
ガ
ス
で
す
。

一
酸
化
二
窒
素
は
亜
酸
化
窒
素
、

笑
気
と
も
呼
ば
れ
、
麻
酔
効
果
の

あ
る
ガ
ス
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
主
要
な
発
生
源
と
し
て
は
、

熱
帯
焼
き
畑
の
バ
イ
オ
マ
ス
燃
焼

や
窒
素
を
施
肥
し
た
土
壌
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
ガ
ス

は
温
室
効
果
の
他
に
オ
ゾ
ン
層
破

壊
の
効
果
も
持
っ
て
い
ま
す
。

地

球
が
こ
れ
ま
で
経
験

が
な
い
ほ
ど
急
激
な

上
昇

に
報
告
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
温
暖
化
へ
の
影
響

に
対
し
て
は
半
信
半
疑
の
風
潮
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
以
降
の
報

告
書
で
、
人
間
活
動
の
可
能
性
が

次
第
に
高
ま
っ
て
い
き
、
２
０
２

１
年
に
公
表
さ
れ
た
最
新
の
第
６

次
報
告
書
で
は
、
「
地
球
が
人
間

の
影
響
で
温
暖
化
し
て
い
る
こ
と

に
疑
う
余
地
が
な
い
」
と
表
現
さ

れ
ま
し
た
。

恐

る
べ
き
今
後
の
予
測

図
４
はIPCC

か
ら
報
告
さ
れ
た

今
世
紀
末
の
世
界
平
均
気
温
の
変

化
予
測
で
す
。
二
酸
化
炭
素
の
排

出
を
減
少
さ
せ
な
い
と
今
世
紀
末

に
は
世
界
の
平
均
気
温
は
３
～

５℃

の
上
昇
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
世
界
中
で
気
象
災
害
等
の
発

生
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現

在
は
約
１℃

の
上
昇
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
現
状
を
継
続
す
る

と
想
像
を
絶
す
る
現
象
が
地
球
上

で
起
こ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
排
出
を
抑
え
る
取
組
み
を

即
刻
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

近
年
、
世
界
中
の
首
脳
が
集

ま
っ
て
、
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て

の
会
合
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
理
由
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
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水
田
と
メ
タ
ン
に
つ
い
て

(

そ
の
１) 

メ
タ
ン
は
第
２
の
温
室
効
果
ガ
ス

2023年10月号
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Vol.5

青

図
３
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
西
暦

０
年
か
ら
の
大
気
中
濃
度
を
示
し

た
も
の
で
す
。
極
地
の
氷
に
閉
じ

込
め
ら
れ
て
い
た
大
気
を
分
析
す

る
こ
と
に
よ
り
過
去
の
状
態
を
知

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
、
18
世
紀
後
半
か
ら
上
昇

が
み
ら
れ
、
20
世
紀
以
降
さ
ら
に

加
速
し
て
い
ま
す
。
地
球
の
歴
史

史
上
類
を
見
な
い
ほ
ど
の
急
激
な

変
化
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

人

間
活
動
が
原
因

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度

の
上
昇
が
始
ま
っ
た
18
世
紀
後
半

は
産
業
革
命
の
時
期
で
あ
り
、
以

降
、
人
間
活
動
が
爆
発
的
に
増
大

し
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（IPCC

）
は
、
世
界
中
の
最

新
の
研
究
成
果
を
評
価
・
報
告
す

る
国
際
的
な
組
織
で
す
。IPCC

は

１
９
８
８
年
の
設
立
以
来
、
２
年

後
に
第
１
次
報
告
書
を
公
表
し
、

そ
の
中
で
温
室
効
果
ガ
ス
が
温
暖

化
を
生
じ
さ
せ
る
可
能
性
を
最
初

恐

図１青い地球
（NASA）

人

メ

地



水田とメタンについて
(その１) メタンは第２の温室効果ガス

2023.10月号 JA全農福島 肥料農薬部 技術情報通信 Vol.5

平均濃度

(2021年)

産業革命以前濃

度(1750年頃)

最近10年間

の年増加量

大気での

寿命(年)*

１分子あたり

の温室効果**
主な発生源

二酸化炭素

（ＣＯ２）

415.7±0.2

ppm

278

ppm

2.46

ppm/年
50～200 1 化石燃料燃焼

メタン

（ＣＨ４）

1908±2

ppb

729

ppb

9.2

ppb/年
10 25

湿地、湖沼・河

川、畜産、稲作

一酸化二窒素

（Ｎ２Ｏ）

334.5±0.1

ppb

270

ppb

1.01

ppb/年
150 298

バイオマス燃焼、

窒素施肥

二酸化炭素

メタン

一酸化二窒素

年（西暦）

表１主要な温室効果ガスとその特性（WMO報告書 2022）

図２温室効果への寄与率
（Montzka, NOAA報告書 2022）

図３大気中温室効果ガス濃度の変化
（IPCC AR6 WG1報告書 2021）

図４シナリオごとの世界平均気温の変化
（IPCC AR6 WG1報告書 2021）

*) IPCC FAE報告書 1990、**) 京都議定書第２約束期間における値
備考）ppbはppmの1000分の１濃度の単位

備考）工業化以前から2021年まで
の放射強制力増加量に対する主要
長寿命温室効果ガスの寄与を算出

備考）複数の氷床コアから得られた
過去の大気中濃度
1960年～2019年は大気データを測定
数字は2019年データ

シナリオ 内　　容

SSP5 化石燃料依存型でCO2排出が2050年に2倍

SSP3 地域間対立等でCO2排出が2100年に2倍

SSP2 CO2排出が現在より減少

SSP1 早めにCO2排出が正味ゼロ

備考）1850～1900年の世界平均気温をベース
とした変化温度


